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第 1 章 和歌山、在日朝鮮人の歴史 
 
 本章では、和歌山県に在日朝鮮人がどのように住むようになり、どのようにして生活していたかを
述べる。主な資料としては、「和歌山・在日朝鮮人の歴史」（金静美 『在日朝鮮人史研究』第 14 号収
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ている。また、1930 年の昭和恐慌の影響を受け多くの朝鮮人が失業した。その自衛策として 1930 年
以降多くの和歌山朝鮮人組合が出現した。 
 和歌山在日朝鮮人が受けた迫害は雇用者によるものだけではなかった。和歌山との県境にある三重
県のトンネル工事に従事していた朝鮮人労働者が、1926 年 1 月、木本の日本人庶民に襲撃され、二
人が殺害された木本事件や、1919 年 3 月 1 日の『大阪朝日新聞』の記事にあるような和歌山県日高
様式６ 
























第 3 節 和歌山、在日朝鮮人社会の現状 
現在の和歌山県の人口は、984689 人（2016 年）で、朝鮮籍者は 174 人、韓国籍者は 2135 人。近隣
の県を見てみると、奈良県は朝鮮籍者 192 人・韓国籍者 3496 人、滋賀県は朝鮮籍者 361 人・韓国籍
者 3496 人。和歌山県は、近畿の中でも最も朝鮮人人口が少ない県である。植民地期から解放後の朝
鮮人人口をみると、1913 年に 38 人、1925 年に 1943 人、1930 年に 5881 人、1935 年に 8647 人、
1940 年に 11298 人、1945 年には 22552 人にまで増えている（金静美、前掲論文参照）。解放後には、























第 2 章 和歌山朝鮮初中級学校の歴史と現状 
 この章では現在の和歌山朝鮮初中級学校が建設されるまでの歴史と現在の学校の運営状態をふま
えた現状について述べる。歴史を述べる第 1 節では姜貞漢氏と申鐘国氏のインタビューを、現状を述










第 1 節 国語講習所から学校、統合へ 
  









さらに 1955 年には北手平午後夜間学校が、1957 年には松江午後夜間学校が建てられた。そして幾度
かの学校統合を経て、1961 年に和歌山朝鮮初中級学校として出発することになった。 
 和歌山朝鮮初中級学校は当時、箕島にあった。生徒数は各学年 5 人程度で、全校生徒も 50 人から
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を大々的に行い、1 億 5 千万円のお金を集め、現在の改築された校舎と寄宿舎が建った。 
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はウリハッキョを守るため力を学校に集中させてきた。ウリハッキョの重要性は奈良の事例から見て
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第 1 節 時代の変化と学校運営 
 2018 年、和歌山朝鮮初中級学校は 60 周年を迎える。1973 年に現在の場所に移転し、1995 年に大
きな改修工事をした。1995 年の改修には 1 億 5000 万円のお金を集めた。現在は和歌山に戻り子供を
和歌山朝鮮初中級学校に送ろうとする和歌山出身の人々を増やすことが重要だと朴志晙氏は述べる。
若い教員が多く、保護者も世代が変わり同胞たちの仕事や生活も変化している。朴志晙氏は、35 歳で














和歌山朝鮮初中級学校の 50 年間で卒業生は約 350 人で、60 周年の時点でも 400 人に満たない。学生
数は現在、幼稚園から中級部まで合わせて 33 人。50 周年の時は 35 人と、学生数を維持している。
学校の移転（1973 年）、改修工事（1995 年）と時代の変化とともに学校も変化してきた。改修工事か
らさらに 20 年以上経った現在、これから学校をどのように維持し発展させていくのか。60 周年を目
前に控え、10 年 20 年先を見据えた活動が求められる。 
 
 
第 2 節 制度の是正と支援の輪 




助金 140 万円の交付を取りやめた。また、和歌山県は 2002 年度より朝鮮学校に対して年間約 226～



















































































































1910 年 2,246 1928 年 238,104 
1911 2,527 1929 275,206 
1912 3,171 1930 298,091 
1913 3,635 1931 311,247 
1914 3,542 1932 390,543 
1915 3,992 1933 456,217 
1916 5,637 1934 537,695 
1917 14,501 1935 625,678 
1918 22,262 1936 690,501 
1919 28,273 1937 735,689 
1920 30,149 1938 799,878 
1921 ＊37,271 1939 961,591 
1922 59,744 1940 1,190,444 
1923 80,015 1941 1,469,230 
1924 118,192 1942 1,625,054 
1925 129,870 1943 1,805,438 
様式６ 
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1926 143,798 1944 1,901,409 






金静美「和歌山・在日朝鮮人の歴史」（『在日朝鮮人史研究』第 14 号 1984 年 11 月） 
 
「大阪民族教育６０年誌」（大阪民族教育６０年誌編集委員会 2005 年） 
 
鄭承博「鄭承博著作集第一巻 裸の捕虜」（新幹社 1993 年） 
 
「朝鮮学校存続の意義とそのための提言～奈良朝鮮初中級学校に焦点をあてて～」 
 （2012 年 コリアン学生学術文化フェスティバル テーマ別論文） 
 





姜貞漢氏  在日本朝鮮人総聯合会 和歌山県本部顧問 
梁中協氏  在日本朝鮮人総聯合会 和歌山県本部委員長 
朴志晙氏  和歌山朝鮮初中級学校 校長 
崔由紀氏  和歌山朝鮮初中級学校 教員 
李華鮮氏  在日本朝鮮民主女性同盟 和歌山県本部 前委員長 
申鐘国氏  和歌山朝鮮初中級学校 元教員 和歌山市在住 
金哲浩氏  和歌山朝鮮初中級学校卒業生 田辺市在住 
李元志氏  和歌山朝鮮初中級学校卒業生 和歌山市在住 
尹美生氏  和歌山朝鮮初中級学校 元教員 大阪市在住 
 
 
 
